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済学をいかに越えるか」（『環境社会学研究』第２巻）

１５６―１６８ページ．
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章 ５９―７４ページ．
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野上裕生（２００１）「持続可能な人間開発指数の構想」（環
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章・大野幸一編『新たな開発戦略を求めて』日本貿易

振興会アジア経済研究所）第６章 １４７―１７９ページ．
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ア経済研究所）第４章 １０９―１３６ページ．

野上裕生（２００３）「開発戦略における計画化と投資配分―
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念を中心にして―」（絵所秀紀・山崎幸治編『アマルティ
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版〕』有斐閣）第１８章第２節 ２９６―３０３ページ．

野上裕生（２００４）「「貧困と開発」からみた日本の経験」

（絵所秀紀・穂坂光彦・野上裕生編『貧困と開発』日

本評論社）第１０章 １９３―２１２ページ．

野上裕生（２００５）「アフリカの持続可能性指標」（平野克

己編『アフリカ経済実証分析』日本貿易振興機構アジ

ア経済研究所）第９章 ３２３―３５６ページ．

Nogami, Hiroki（２００５） “Economic Development and

Gender Disparities : The Japanese Experience,” Mayumi

Murayama, ed., Gender and Development : The Japanese

Experience in Comparative Perspective, Houndmills, UK :

Palgrave Macmillan, pp.２３―３９.

野上裕生（２００５）「開発経済学からみたエンパワーメント」

（佐藤寛編『援助とエンパワーメント：能力開発と社

会環境変化の組み合わせ』日本貿易振興機構アジア経

済研究所）第８章 １８１―２００ページ．

野上裕生（２００７）「社会開発と経済開発」（佐藤寛＋アジ

ア経済研究所開発スクール編『テキスト社会開発』日

本評論社）第１１章 ２１５―２２６ページ．

野上裕生（２００８）「「障害と開発」問題への人間開発アプ

ローチ」（森壮也編『障害と開発―途上国の障害当事者

と社会―』日本貿易振興機構アジア経済研究所）第３

章 ６３―９６ページ．
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野上裕生（２００８）「公的雇用プログラム―貧困の多様な要

因への対応―」（山形辰史編『貧困削減戦略再考―生計

向上アプローチの可能性』岩波書店）第７章 １９７―２２０

ページ．

野上裕生（２００８）「アフリカの貧困削減再考」（吉田栄一

編『アフリカ開発援助の新課題―アフリカ開発会議

TICADIV と北海道洞爺湖サミット』日本貿易振興機構

アジア経済研究所）第４章 ８９―１０２ページ．

野上裕生（２００９）「社会科学としての貧困研究：貧困問題

と経済学の出会い」（下村恭民・小林誉明編『貧困問題

とは何であるか：「開発学」への新しい道』勁草書房）

第１章 ２５―５９ページ．

野上裕生（２０１０）「開発途上国マクロ計量モデルの歴史的

展開（Ⅰ）―１９７０・８０年代のアジア経済研究所の活動を

中心に」（野上裕生・植村仁一編「開発途上国のマクロ

計量モデル」調査研究報告書 日本貿易振興機構アジ

ア経済研究所）第１章 １―１６ページ．
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スにおける諸課題―』日本貿易振興機構アジア経済研
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Richard R. Nelson, The Sources of Economic Growth,

Cambridge, Massachusetts, Harvard University Press,

１９９６, vi+pp.３２８を読んで」（森壮也編「開発途上国の企
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業組織の発展：組織の費用と生産性」調査研究報告書

日本貿易振興会 アジア経済研究所）８７―９６ページ．

野上裕生（２００２）「技術革新と人間の自由―『人間開発報

告２００１』」（『アジ研ワールド・トレンド』第８１号 ６月）

２４―２７ページ．

野上裕生（２００２）「人口集中の厚生経済学」（『人口学研究』

第３１号 １１月）６２―６５ページ．

野上裕生（２００２）「自然資本と社会関係資本―環境や制度

の価値とは何か」（特集 現代開発経済論の争点）（『ア

ジ研ワールド・トレンド』第８７号 １２月）１４―１７ページ．

野上裕生（２００３）「環境保全―環境政策と開発政策の統合

に向けて」（特集 ミレニアム開発目標―２０１５年を目指

して）（『アジ研ワールド・トレンド』第９１号 ４月）

２６―２９ページ．

野上裕生（２００３）「人間開発からみたアフリカ」（特集

アフリカ経済学宣言）（『アジ研ワールド・トレンド』

第９３号 ６月）１５―１８ページ．

野上裕生（２００３）「民主主義とガバナンスを考える―『人

間開発報告二〇〇二』」（『アジ研ワールド・トレンド』

第９５号 ８月）３６―３９ページ．

野上裕生（２００３）「社会経済発展の再検討」（特集 貧困

削減と日本の経験）（『アジ研ワールド・トレンド』第

９９号 １２月）２２―２５ページ．
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野上裕生（２００４）「ミレニアム開発目標の実現に向けて―

『人間開発報告２００３』」（『アジ研ワールド・トレンド』

第１０３号 ４月）３０―３２ページ．

野上裕生（２００４）「経済発展とジェンダー格差」（特集

ジェンダーと開発―日本の経験と開発途上国）（『アジ

研ワールド・トレンド』第１０７号 ８月）４―７ページ．

野上裕生（２００４）「ラテンアメリカ―資源と財政をめぐる

社会対立と成長」（特集 新経済発展論―経済史比較か

ら見えるもの）（『アジ研ワールド・トレンド』第１０９

号 １０月）２８―３１ページ．

野上裕生（２００５）「文化的自由と多様性―『人間開発報告

書２００４』」（『アジ研ワールド・トレンド』第１１２号 １

月）３３―３６ページ．

野上裕生（２００５）「「貧困」で学ぶ開発学―特集に当たっ

て」（特集「貧困」で学ぶ開発―諸学の協働）（『アジ研

ワールド・トレンド』第１１７号 ６月）２―３ページ．

野上裕生（２００５）「貧困の人口学―「貧困の罠」と生活の

質」（特集「貧困」で学ぶ開発―諸学の協働）（『アジ研

ワールド・トレンド』第１１７号 ６月）１２―１５ページ．

野上裕生（２００６）「特集にあたって」（特集 人間の安全

保障の現在）（『アジ研ワールド・トレンド』第１２４号

１月）２―３ページ．

野上裕生（２００６）「食糧の安全保障―食糧が支える生命と
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生活」（特集 人間の安全保障の現在）（『アジ研ワール

ド・トレンド』第１２４号 １月）２８―３１ページ．

野上裕生（２００６）「温暖化問題―地球市民社会の課題」（特

集 貧困削減―先進国に向けられる目）（『アジ研ワー

ルド・トレンド』第１２５号 ２月）２４―２７ページ．

野上裕生（２００６）「岐路に立つ国際協力―人間開発報告書

二〇〇五」（『アジ研ワールド・トレンド』第１２６号 ３

月）３３―３６ページ．

野上裕生（２００６）「ミレニアム開発目標を中心にした貧困

削減の現状と課題」（特集 貧困問題研究の新展開）

（『Eco-forum：統計研究会ニューズ』第２４巻第３号

４月）５１―５７ページ．

野上裕生（２００６）「ミレニアム開発目標と障害」（特集

障害と開発―開発のイマージング・イシュー）（『アジ

研ワールド・トレンド』第１３５号 １２月）１２―１５ページ．

野上裕生（２００６）「ケイパビリティ・アプローチ」（佐和

隆光監修 環境経済・政策学会編『環境経済・政策学

の基礎知識』有斐閣）７４―７５ページ．

野上裕生（２００６）「開発と環境問題」（佐和隆光監修 環

境経済・政策学会編『環境経済・政策学の基礎知識』

有斐閣）１２６―１２７ページ．

野上裕生（２００７）「特集にあたって」（特集 開発の中で

「格差」を考える）（『アジ研ワールド・トレンド』第
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１３６号 １月）２―３ページ．

野上裕生（２００７）「開発経済学と「格差の限界」」（特集

開発の中で「格差」を考える）（『アジ研ワールド・ト

レンド』第１３６号 １月）１２―１５ページ．

野上裕生（２００８）「ジェンダーと開発―貧困の女性化」（連

載：もっとやさしい開発経済学 第１０回）（『アジ研ワー

ルド・トレンド』第１５６号 ９月）３８―３９ページ．

野上裕生（２００８）「特集にあたって」（特集 ２００８年の開

発途上国をめぐる回顧と最近の動向）（『アジ研ワール

ド・トレンド』第１５９号 １２月）２―３ページ．

野上裕生（２００８）「歴史的視点で見た２００８年の貧困削減と

開発協力」（特集 ２００８年の開発途上国をめぐる回顧と

最近の動向）（『アジ研ワールド・トレンド』第１５９号

１２月）４―７ページ．

野上裕生（２００９）「障害者の最低生計費を考える」（特集

開発途上国の障害者―統計と生計）（『アジ研ワールド・

トレンド』第１６８号 ９月）３２―３５ページ．

野上裕生（２０１０）「開発指標とは何か」（連載 すぐに役立

つ開発指標の話 第１回）（『アジ研ワールド・トレン

ド』第１７２号 １月）５８―５９ページ．

野上裕生（２０１０）「人間開発指数（HDI）」（連載 すぐに役

立つ開発指標の話 第２回）（『アジ研ワールド・トレ

ンド』第１７３号 ２月）４５―４６ページ．
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野上裕生（２０１０）「全要素生産性（TFP）」（連載 すぐに役

立つ開発指標の話 第３回）（『アジ研ワールド・トレ

ンド』第１７４号 ３月）４８―４９ページ．

野上裕生（２０１０）「購買力平価」（連載 すぐに役立つ開発

指標の話 第４回）（『アジ研ワールド・トレンド』第

１７５号 ４月）４０―４１ページ．

野上裕生（２０１０）「貧困指標」（連載 すぐに役立つ開発指

標の話 第５回）（『アジ研ワールド・トレンド』第１７６

号 ５月）４８―４９ページ．

野上裕生（２０１０）「交易条件」（連載 すぐに役立つ開発指

標の話 第６回）（『アジ研ワールド・トレンド』第１７７

号 ６月）４６―４７ページ．

野上裕生（２０１０）「持続可能な発展と真の貯蓄率」（連載

すぐに役立つ開発指標の話 第７回）（『アジ研ワール

ド・トレンド』第１７８号 ７月）４６―４７ページ．

野上裕生（２０１０）「ガバナンス指標」（連載 すぐに役立つ

開発指標の話 第８回）（『アジ研ワールド・トレンド』

第１７９号 ８月）４９―５０ページ．

野上裕生（２０１０）「後発開発途上国 （LDCs）の指標」

（連載 すぐに役立つ開発指標の話 第９回）（『アジ研

ワールド・トレンド』第１８０号 ９月）５５―５６ページ．

野上裕生（２０１０）「ジェンダー開発指数」（連載 すぐに役

立つ開発指標の話 第１０回）（『アジ研ワールド・トレ
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ンド』第１８１号 １０月）４６―４７ページ．

野上裕生（２０１０）「競争力指数」（連載 すぐに役立つ開発

指標の話 第１１回）（『アジ研ワールド・トレンド』第

１８２号 １１月）５０―５１ページ．

野上裕生（２０１０）「ジェンダー―貧困の女性化」（高橋和

志・山形辰史編『国際協力ってなんだろう 現場に生

きる開発経済学』岩波書店）９―１５ページ．

野上裕生（２０１０）「健康指標と障害調整生存年（DALY（s））」

（連載 すぐに役立つ開発指標の話 第１２回）（『アジ研

ワールド・トレンド』第１８３号 １２月）５９―６０ページ．

野上裕生（２０１０）用語解説「国連環境開発会議」（６６ペー

ジ）「ジェンダー開発指数」（８５ページ）「社会開発」（９８

ページ）「人間開発指数」（２３２ページ）「貧困人口」（２５７

ページ）「ミレニアム開発目標」（２８５ページ）（人口学

研究会編『現代人口辞典』原書房）．

野上裕生（２０１１）「不平等指標とジニ係数」（連載 すぐに

役立つ開発指標の話 第１３回）（『アジ研ワールド・ト

レンド』第１８４号 １月）４６―４７ページ．

野上裕生（２０１１）「福祉指標と国民総幸福」（連載 すぐに

役立つ開発指標の話 第１４回）（『アジ研ワールド・ト

レンド』第１８５号 ２月）５２―５３ページ．

野上裕生（２０１１）「識字率」（連載 すぐに役立つ開発指標

の話 第１５回）（『アジ研ワールド・トレンド』第１８６
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号 ３月）５３―５４ページ．

野上裕生（２０１１）「債務の指標」（連載 すぐに役立つ開発

指標の話 第１６回）（『アジ研ワールド・トレンド』第

１８７号 ４月）４０―４１ページ．

野上裕生（２０１１）「人間開発指数とその後」（連載 すぐに

役立つ開発指標の話 第１７回）（『アジ研ワールド・ト

レンド』第１８８号 ５月）４９―５０ページ．

野上裕生（２０１１）「経済発展と金融の指標」（連載 すぐに

役立つ開発指標の話 第１８回）（『アジ研ワールド・ト

レンド』第１８９号 ６月）５５―５６ページ．

野上裕生（２０１１）「国内総生産」（連載 すぐに役立つ開発

指標の話 第１９回）（『アジ研ワールド・トレンド』第

１９０号 ７月）５２―５３ページ．

野上裕生（２０１１）「貿易の指標」（連載 すぐに役立つ開発

指標の話 第２０回）（『アジ研ワールド・トレンド』第

１９１号 ８月）４７―４８ページ．

野上裕生（２０１１）「地域格差の指標」（連載 すぐに役立つ

開発指標の話 第２１回）（『アジ研ワールド・トレンド』

第１９２号 ９月）４８―４９ページ．

野上裕生（２０１１）「国際協力の指標」（連載 すぐに役立つ

開発指標の話 第２２回）（『アジ研ワールド・トレンド』

第１９３号 １０月）６６―６７ページ．

野上裕生（２０１１）「貧困指標とプロ・プア・グロース」（連
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載 すぐに役立つ開発指標の話 第２３回）（『アジ研ワー

ルド・トレンド』第１９４号 １１月）４６―４７ページ．

野上裕生（２０１１）「開発指標から開発統計学へ」（連載 す

ぐに役立つ開発指標の話 第２４回）（『アジ研ワールド・

トレンド』第１９５号 １２月）５１―５２ページ．

●翻訳論文

ドワイト・パーキンス 野上裕生訳（２０００）「２１世紀にお

ける市場経済化戦略―中国とベトナムの選択―」（大野

幸一・錦見浩司編『開発戦略の再検討：課題と展望』

日本貿易振興会アジア経済研究所）第３章 ６７―９３ペー

ジ．

●書評

野上裕生（１９９２）「書評 中西徹『スラムの経済学―フィ

リピンにおける都市インフォーマル部門―』東京大学

出版会 １９９１年」（『アジア経済』第３３巻第１号 １月）

８０―８２ページ．

野上裕生（１９９４）「書評 村上泰亮・西山賢一・田中辰雄

『マニフェスト・新しい経済学』中央公論社 １９９４年」

（『アジア経済』第３５巻第１１号 １１月）８３―８６ページ．

野上裕生（１９９６）「書評 絵所秀紀『開発と援助―南アジ

ア・構造調整・貧困―』同文舘出版 １９９４年」（『アジ
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ア経済』第３７巻第４号 ４月）７４―７８ページ．

野上裕生（１９９６）「紹介 石川滋編『開発協力政策の理論

的研究』アジア経済研究所 １９９６年」（『アジ研ワール

ド・トレンド』第１８号 １２月）７６ページ．

野上裕生（１９９７）「書評 Richard Grabowski and Michael

P. Shields, Development Economics, Cambridge :

Blackwell,１９９６」（『アジア経済』第３８巻第４号 ４月）

６７―７３ページ．

野上裕生（１９９７）「書評 矢内原勝編『発展途上国問題を

考える』勁草書房 １９９６年」（『アジア経済』第３８巻第

７号 ７月）８６―９２ページ．

野上裕生（１９９７）「書評 Takatoshi Ito and Anne O.

Krueger eds., Growth Theories in Light of the East Asian

Experience, Chicago : University of Chicago Press,１９９５」

（『アジア経済』第３８巻第９号 ９月）８５―９０ページ．

野上裕生（１９９７）「書評 Ronald I. McKinnon, The Rules

of the Game : International Money and Exchange Rates,

Cambridge : MIT Press,１９９６」（『アジア経済』第３８巻第

１０号 １０月）７２―７６ページ．

野上裕生（１９９８）「書評 川瀬光義『台湾・韓国の地方財

政』日本経済評論社 １９９６年」（『アジア経済』第３９巻

第２号 ２月）７５―７９ページ．

野上裕生（１９９９）「書評 Kaushik Basu, Analytical Devel-
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opment Economics:The Less Developed Economy Revisited,

Cambridge : MIT Press,１９９７」（『アジア経済』第４０巻第

５号 ５月）４９―５４ページ．

野上裕生（１９９９）「書評 石川滋・原洋之介編『ヴィエト

ナムの市場経済化』東洋経済新報社 １９９９年」（『アジ

研ワールド・トレンド』第５２号 １２月）３９ページ．

野上裕生（２０００）「書評 D.G. Champernowne and F.A.

Cowell, Economic Inequality and Income Distribution,

Cambridge : Cambridge University Press,１９９８」（『アジ

ア経済』第４１巻第９号 ９月）８６―９０ページ．

野上裕生（２０００）「書評 Pranab Bardhan and Christopher

Udry, Development Microeconomics, Oxford : Oxford

University Press,１９９９」（『アジア経済』第４１巻第１２号

１２月）７５―８１ページ．

Nogami, Hiroki（２００１）“Book review : Yuzo Akatsuka and

Tsuneaki Yoshida eds., System for Infrastructure : Japan’s

Experience, Tokyo : Japan International Cooperation

Publishing Co.,１９９９,” The Developing Economies, Vol.

３９, No.１, March, pp.１３３―１３６.

野上裕生（２００１）「紹介 日本環境会議・「アジア環境白

書」編集委員会編集『アジア環境白書 ２０００／０１』東洋

経済新報社 ２０００年」（『アジア経済』第４２巻第４号

４月）１００ページ．
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Nogami, Hiroki（２００１）“Book review : David S. Landes,

The Wealth and Poverty of Nations : Why Some Are So

Rich and Some So Poor, New York : W. W. Norton &

Co.,１９９８,” The Developing Economies, Vol.３９, No.２, June,

pp.２２３―２２７.

野上裕生（２００１）「書評 V. Thomas, M. Dailami, A.

Dhareshwar, D. Kaufmann, N. Kishor, R. Lopez, and Y.

Wang, The Quality of Growth, New York : Oxford

University Press,２０００」（『アジア経済』第４２巻第８号

８月）６８―７４ページ．

Nogami, Hiroki（２００２）“Book review : Michael M. Cernea,

ed., The Economics of Involuntary Resettlement : Questions

and Challenges, Washington, D.C. : World Bank,１９９９,”

The Developing Economies, Vol.４０, No.１, March, pp.１０１

―１０６.

野上裕生（２００２）「書評 Vernon W. Ruttan, Technology,

Growth, and Development : An Induced Innovation

Perspective, New York : Oxford University Press,２００１」

（『アジア経済』第４３巻第６号 ６月）７４―７９ページ．

野上裕生（２００２）「書評 Partha Dasgupta, Human Well-

Being and the Natural Environment, New York : Oxford

University Press,２００１」（『アジア経済』第４３巻第１２号

１２月）８１―８６ページ．
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野上裕生（２００２）「紹介 SEI in Collaboration with UNDP

China, China Human Development Report２００２: Making

Green Development a Choice, New York : Oxford

University Press」（『アジア経済』第４３巻第１２号 １２月）

１０５ページ．

野上裕生（２００３）「書評 絵所秀紀『開発経済学とインド

―独立後インドの経済思想―』日本評論社 ２００２年」

（『アジア経済』第４４巻第８号 ８月）７６―８１ページ．

Nogami, Hiroki（２００３）“Book review : Deepa Narayan

with Raj Patel, Kai Schafft, Anne Rademacher, and Sarah

Koch-Schulte, Voices of the Poor : Can Anyone Hear Us?

New York : Oxford University Press for the World Bank,

２０００; Deepa Narayan, Robert Chambers, Meera K. Shah,

and Patti Petesch, Voices of the Poor : Crying Out for

Change, New York : Oxford University Press for the

World Bank,２０００; Deepa Narayan and Patti Petesch,

Voices of the Poor : From Many Lands, New York : Oxford

University Press, and Washington, D.C. : World Bank,

２００２,” The Developing Economies, Vol.４１, No.３,

September, pp.３８８―３９４.

山岡加奈子・野上裕生（２００３）「書評 Carmelo Mesa-

Lago with Alberto Arenas de Mesa, Ivan Brenes, Vero

nica Montecinos, and Mark Samara, Market, Socialist,
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and Mixed Economies : Comparative Policy and

Performance − Chile, Cuba, and Costa Rica, Baltimore :

The Johns Hopkins University Press,２０００」（『アジア経

済』第４４巻第１１号 １１月）７６―８１ページ．

野上裕生（２００４）「紹介 Franz W. Gatzweiler, Renate

Judis, and Konrad Hagedorn eds., Sustainable

Agriculture in Central and Eastern European Countries,

Aachen : Shaker Velrag,２００２」（『アジア経済』第４５巻第

２号 ２月）７９ページ．

Nogami, Hiroki（２００４）“Book review : Michal S. Gal,

Competition Policy for Small Market Economies,

Cambridge : Harvard University Press, ２００３,” The

Developing Economies, Vol.４２, No.１, March, pp.１１３―１１８.

Nogami, Hiroki（２００４）“Book review : Fiona Hill and

Clifford G. Gaddy, The Siberian Curse : How Communist

Planners Left Russia Out in the Cold, Washington, D.C. :

Brookings Institute Press,２００３,” The Developing Economies,

Vol.４２, No.３September, pp.４５３―４５７.

野上裕生（２００４）「紹介 野上裕生『開発経済学のアイデ

ンティティ』アジア経済研究所 ２００４年」（『アジ研ワー

ルド・トレンド』第１０８号 ９月）５０ページ．

野上裕生（２００５）「紹介 World Bank, Global Development

Finance 2004 : Harnessing the Cyclical Gains for
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Development, Washington, D.C. : World Bank,２００４」（『ア

ジ研ワールド・トレンド』第１１３号 ２月）５４ページ．

野上裕生（２００５）「紹介 中国環境問題研究会編『中国環

境ハンドブック ２００５―２００６年版』蒼蒼社 ２００３年」

（『アジア経済』第４６巻第３号 ３月）１０４ページ．

野上裕生（２００５）「紹介 松岡俊二編『国際開発研究―自

立的発展に向けた新たな挑戦―』東洋経済新報社 ２００４

年」（『アジ研ワールド・トレンド』第１１４号 ３月）４６

ページ．

野上裕生（２００５）「書評 Jagdish Bhagwati, In Defense of

Globalization, New York : Oxford University Press,２００４」

（『アジア経済』第４６巻第４号 ４月）８９―９３ページ．

野上裕生（２００５）「紹介 北川勝彦・高橋基樹編著『アフ

リカ経済論』ミネルヴァ書房 ２００４年」（『アジア経済』

第４６巻第４号 ４月）１１２ページ．

野上裕生（２００５）「書評 David A. Dyker, Catching Up

and Falling Behind : Post-Communist Transformation in

Historical Perspective, London : Imperial College Press,

２００４」（『アジア経済』第４６巻第５号 ５月）６６―７０ペー

ジ．

野上裕生（２００５）「書評 Bertin Martens with Uwe

Mummert, Peter Murrell and Paul Seabright, The

Institutional Economics of Foreign Aid, Cambridge :

216



Cambridge University Press,２００２」（『アジア経済』第４６

巻第６号 ６月）７７―８２ページ．

Nogami, Hiroki（２００５）“Book review : David A. Dyker,

Catching Up and Falling Behind : Post-Communist

Transformation in Historical Perspective, London :

Imperial College Press, ２００４,” The Developing

Economies, Vol.４３, No.２, June, pp.３１３―３１８.

Nogami, Hiroki（２００５）“Book review : Paul Mosley and

Elizabeth Dowler, eds., Poverty and Social Exclusion in

North and South : Essays on Social Policy and Global

Poverty Reduction, London and New York : Routledge,

２００３,” The Developing Economies, Vol.４３ No.４, December,

pp.５１９―５２２.

野上裕生（２００５）「紹介 佐藤元彦編『貧困緩和・解消の

国際政治経済学』築地書館 ２００５年」（『アジ研ワール

ド・トレンド』第１２３号 １２月）５５ページ．

野上裕生（２００６）「書評 Paul Mosely and Elizabeth

Dowler eds., Poverty and Social Exclusion in North and

South : Essays on Social Policy and Global Poverty

Reduction, London and New York:Routledge,２００３」（『ア

ジア経済』第４７巻第１号 １月）７６―７９ページ．

野上裕生（２００６）「書評 Pranab Bardhan, Scarcity, Conflicts,

and Cooperation : Essays in the Political and Institutional
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Economics of Development, Cambridge : MIT Press,２００５」

（『アジア経済』第４７巻第３号 ３月）７４―８０ページ．

野上裕生（２００６）「紹介 白井早由里『マクロ開発経済学

―対外援助の新潮流―』有斐閣 ２００５年」（『アジア経

済』第４７巻第５号 ５月）９６ページ．

野上裕生（２００７）「書評 Michael Goldman, Imperial

Nature : The World Bank and Struggles for Social Justice

in the Age of Globalization, New Haven and London : Yale

University Press,２００５」（『アジア経済』第４８巻第５号

５月）７９―８３ページ．

野上裕生（２００８）「書評 竹歳一紀『中国の環境政策―制

度と実効性―』晃洋書房 ２００５年」（『アジア経済』第

４９巻第２号 ２月）８１―８４ページ．

野上裕生（２００８）「書評 鈴木泰『開発政策の合理性と脆

弱性―レント効果とレント・シーキングの研究―』晃

洋書房 ２００６年」（『アジア経済』第４９巻第３号 ３月）

７９―８３ページ．

野上裕生（２００９）「書評 Willy McCourt with contributions

from Khadija Alarkoubi and Benson Bana, The Human

Factor in Governance : Managing Public Employees in

Africa and Asia, New York : Palgrave Macmillan,２００６」

（『アジア経済』第５０巻第１号 １月）７０―７６ページ．

野上裕生（２０１０）「書評 許憲春 作間逸雄監修 訳者代
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表李潔『詳説中国 GDP統計―MPSから SNAへ』新曜

社 ２００９年」（『アジア経済』第５１巻第２号 ２月）６７

ページ．

野上裕生（２０１０）「書評 中村亨『経済発展の計量分析』

晃洋書房 ２００８年」（『アジア経済』第５１巻第６号 ６

月）６７―７１ページ．

野上裕生（２０１０）「書評 大坪滋編『グローバリゼーショ

ンと開発』勁草書房 ２００９年」（『アジア経済』第５１巻

第８号 ８月）８２ページ．

野上裕生（２０１０）「書評 森晶寿『環境援助論―持続可能

な発展目標実現の論理・戦略・評価』有斐閣 ２００９年」

（『財政と公共政策』第３２巻第２号 １０月）１０９―１１１ペー

ジ．

野上裕生（２０１１）「書評 早瀬保子・大淵寛編『人口学ラ

イブラリー〈８〉世界主要国・地域の人口問題』原書

房 ２０１０年」（『人口学研究』第４７号 ５月）６７―７０ペー

ジ．

●対談

野上裕生・黒岩郁雄・平野克己・山形辰史（２００１）「日本

は『貧困削減戦略ペーパー』とどう向き合うべきなの

か」（アジア経済研究所 PRSP特別座談会）（『国際開

発ジャーナル』第５３４号 ５月）１２―１５ページ．
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●エッセイ

野上裕生（２００１）「獄中からの手紙」（連載 読中閑あり

第１０回）（『アジ研ワールド・トレンド』第６４号 １月）

３２ページ．

野上裕生（２０１０）「中道としての開発研究」（国際開発学

会編『貧困のない世界を目指して―国際開発学会２０年

の歩み―』同友館）１６４―１６６ページ．

野上裕生（２０１２）「開発を見直す三冊の本」（『アジ研ワー

ルド・トレンド』第１９９号 ４月）３３―３４ページ．

（資料協力 村井友子、小島道一、大塚健司、早瀬保子）
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